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総
合
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太
陽
光
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中
小
企
業
の
自
家
消
費
太
陽
光

導
入
推
進
ス
キ
ー
ム
を
構
築

地
元
企
業
・
地
銀
を
ハ
ブ
に

草
の
根
の
提
案
展
開

中
小
企
業
の
た
め
の
自
家
消
費
型
太
陽
光
イ
ニ
シ
ャ
ル
レ
ス
導
入
ス
キ
ー
ム
「
Ｒ
ｏ
ｏ
ｆ 

Ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
」
。
一
般
社
団
法
人
日
本
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
資
源
開
発
機
構（
Ｒ
Ｄ
ｏ
、
奈
良
市
）
は
、
Ｒ

ｏ
ｏ
ｆ 

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
に
よ
り
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
を
支
援
す
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
「
Ｒ
ｏ
ｏ
ｆ 

Ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
社
会
還
元
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
発
足
し
た
。
代
表
理
事
の
境
内
行
仁
氏
に
狙
い
を
う
か
が
っ
た
。

国
内
初
の
中
小
企
業
の
た

め
の
自
家
消
費
型
太
陽
光
イ

ニ
シ
ャ
ル
レ
ス
導
入
ス
キ
ー

ム
「
Ｒ
ｏ
ｏ
ｆ 

Ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
」
は
、
Ｒ
Ｄ
ｏ
、
あ
い
お

い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険

（
東
京
都
渋
谷
区
）、
ス
マ
ー

ト
エ
ナ
ジ
ー
（
東
京
都
港

区
）
が
共
同
開
発
し
た
も
の

だ
。
特
長
は
15
年
分
割
払
契

リ
ッ
ト
が
発
生
す
る
返
済
額

が
設
定
さ
れ
る
。

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
を
目

指
し
、
政
府
は
２
０
２
１
年

に
「
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
を
制
定
。「
脱
炭
素

先
行
地
域
」
を
選
定
し
、
周

囲
に
波
及
さ
せ
る
「
脱
炭
素

ド
ミ
ノ
」
を
起
こ
す
と
し
て

い
る
。
Ｃ
Ｎ
の
実
現
の
た

め
、
各
地
域
で
は
建
物
の
屋

根
上
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
よ

駆
け
付
け
対
応
が
あ
る
。
３

つ
目
は
無
償
の
瑕
疵
故
障
修

理
サ
ー
ビ
ス
で
、
20
年
間
継

続
す
る
。
４
つ
目
は
Ｃ
Ｏ
２

る
機
会
損
失
リ
ス
ク
不
安
を

軽
減
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。

Ｒ
Ｄ
ｏ
は
Ｒ
ｏ
ｏ
ｆ 

Ｐ

ｌ
ｕ
ｓ
を
軸
に
中
小
企
業
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
を
支
援
す
る

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
「
Ｒ
ｏ
ｏ
ｆ 

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
社
会
還
元
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
、
９
月
に
立
ち
上

げ
て
い
る
。
Ｒ
ｏ
ｏ
ｆ 

Ｐ

ｌ
ｕ
ｓ
の
普
及
拡
大
に
加

え
、
再
エ
ネ
で
創
出
す
る
環

境
価
値
の
寄
付
な
ど
を
通
じ

て
地
域
貢
献
す
る
仕
組
み

や
、
地
域
貢
献
を
評
価
・
表

彰
す
る
制
度
な
ど
を
開
発
し

自
治
体
な
ど
と
共
に
運
営
し

て
い
く
予
定
で
、
代
表
理
事

の
境
内
行
仁
氏
は
「
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
賛
同
す
る
地
域
銀
行

や
Ｅ
Ｐ
Ｃ
な
ど
は
会
員
に
な

り
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
担
い

手
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼

践
す
る
こ
と
で
、
地
域
循
環

型
社
会
の
形
成
を
図
る
。

今
般
西
日
本
で
は
、
賛
助

会
員
と
し
て
Ｅ
Ｐ
Ｃ
の
Ｄ
Ａ

Ｉ
Ｊ
Ｕ
（
大
阪
市
）
が
参
画
。

自
給
自
足
型
太
陽
光
プ
ラ
ン

設
計
担
当
と
し
て
、
推
進
の
担

い
手
と
な
る
。
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
取

締
役
副
社
長
の
杉
林
大
樹
氏

は
「
今
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
い
た
も
の
の
、
Ｐ
Ｐ
Ａ

成
約
が
難
し
く
、
施
工
で
き
な

か
っ
た
中
小
企
業
は
本
当
に

多
か
っ
た
。
改
め
て
Ｒ
ｏ
ｏ
ｆ 

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
を
提
案
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
示
し
て
い
る
。

削
減
量
の
報
告
で
、

認
証
機
関
と
連
係
し

て
毎
月
報
告
さ
れ

る
。
５
つ
目
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
経
営
の
支
援

で
、
災
害
時
に
は
設

備
を
無
料
給
電
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
地
域
開

放
す
る
企
業
を
、
民

間
防
災
拠
点
と
し
て

Ｒ
Ｄ
ｏ
が
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
公
開
す
る
。

さ
ら
に
Ｒ
ｏ
ｏ
ｆ 

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
は
、
Ｐ
Ｐ

Ａ
と
異
な
り
所
有
権

移
転
型
ス
キ
ー
ム
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
中

小
企
業
経
営
強
化
税

制
適
用
企
業
の
場
合

は
、
10
㌫
の
税
額
控

除
、
ま
た
は
即
時
償

却
制
度
を
活
用
し
、

電
気
代
の
変
動
に
よ

び
掛
け
て
い

る
。
地
域
脱

炭
素
を
実
行

支
援
す
る
専

門
企
業
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
成
し
、

ロ
ー
カ
ル
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実

約
で
、
初
期

費
用
負
担
ゼ

ロ
で
導
入
で

き
、
同
時
に

初
年
度
か
ら

自
家
消
費
に

よ
る
電
気
料

金
削
減
の
メ

スキーム図
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FOC
US

Ｒ
ｏ
ｏ
ｆ 

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
社
会
還
元
プ
ロ
グ
ラ
ム

キ
ー
ム
の
共
同
開
発
に
至
っ

た
。Ｒ

ｏ
ｏ
ｆ 

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
は

高
圧
３
０
０
㌗
未
満
の
設
備

容
量
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
、
審

査
手
法
が
簡
易
化
さ
れ
る
と

共
に
、
５
つ
の
機
能
が
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
１
つ
目
は
15
年
の
割
賦
に

よ
る
初
期
費
用
ゼ
ロ
だ
。
２

つ
目
は
メ
ン
テ
維
持
コ
ス
ト

ゼ
ロ
で
、
常
時
遠
隔
監
視
さ

れ
、
異
常
時
に
は
無
償
で
の

業
効
率
の
観
点
か

ら
、
大
手
企
業
や

公
共
施
設
な
ど
へ

の
提
案
が
中
心

で
、
中
小
企
業
は

成
立
が
少
な
い
。

Ｒ
Ｄ
ｏ
は
地
域
脱

炭
素
の
達
成
に
は

独
自
の
支
援
策
が

必
要
だ
と
、
本
ス

る
自
家
消
費
型
太

陽
光
の
設
置
が
進

む
。
一
方
で
Ｐ
Ｐ

Ａ
は
信
用
力
や
営


